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木村久吉 気多大社の菊桜の一新品種について
H. KIMURA 来 ： On a New Multi-petaled Cherry Tree with 
Chrysanthemum Flower at Keta Shrine. 
石川県羽咋市寺家町にある気多大社（能登ーノ宮） の本殿前の門に向って左前方の石垣
の上 IC白花の菊桜がある。 ζの桜が 現位置においての栽植の由来は神社当局lζ記録もな
く， 関係者に全く不明の由であるが， 現存は数十年前IC枯死した株（一つは径 35cm，他
は腐蝕のため測定不能， 前株より大） より生じたひこばえであってその基部は径 21, 14, 
16, 16, 12cm Jつ 5 幹を叢生し， そのうち 2 幹は地上 約 30cm でそれぞれ更に 2 本（即ち
21 cm より 15 , 13cm, 14cm より 9, 6cm）に分岐している。 以上 の全周は約 150cm で
ある。 主幹群の基部からの一本の根は 地上に水平に半露出し， 約 80cm を隔てて 更に径
10cm，高さ 560cm（各幹を通じて最高） に達する 最も若い勢いのよい（即ち新梢枝の伸





Prunus Lannesiana W1LsoN f. capitata NEMoTo ( =P. serrulata LrnoL. £. 
caρitata MivosHI) n tc類似するが恐らく新品種であろうと の見解であった。 シラギク
ザクラの原木及びその子孫は現存せず， 気多大社のζの株IC得た知見をζれの原記載と比
較するζとによって若干の相違を認めたので， ととに新品種と して報告すること とする。
本研究に御協力いただいた気多大社宮司桜井基俊， 石川県鶴来町 桜研究家長基健治，埼玉
県浦和市立原山中学校教諭川崎宥也， 船i津金松， 石川県羽咋郡押水中学校教諭橘和雄， 金
沢大学薬学部学生今井由起子， 問中左知子各氏lζ深謝いたします。
Prunus Lannesiana WILSON var. Lannesiana (CARR.) REHDER forma hagu­
iensis H. KIMURA form. nov. 
1) M. MIYOSHI ：植誌 36, 5 (1922）；阿部儀作：桜 12, 32 (1930). 
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